
写
真
を
送
り
ま
し
た
。
こ
の
資
料
は
一
眞
が
兄
の

原
田
清
太
郎
に
送
っ
た
手
紙
で
、
撮
影
の
経
緯
な

ど
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
眞
に
と
っ
て
は
か
な

り
の
自
信
作
だ
っ
た
よ
う
で
、
こ
の
景
色
は
誰
も

撮
影
し
た
こ
と
は
な
く
、
私
の
努
力
で
大
変
素
晴

ら
し
い
写
真
に
仕
上
が
っ
た
と
述
べ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
結
果
は
一
眞
の
思
う
通

り
に
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。博
覧

会
は
品
目
ご
と
に
表
彰
が
な
さ
れ
、

出
品
し
た
写
真
師
38
人
の
う
ち
受

賞
者
は
有
効
賞
牌
一
等
1
人
、二
等

2
人
、
三
等
2
人
、
褒
状
9
人
の

14
人
で
、一
眞
は
選
外
と
な
り
ま
し

た
。博
覧
会
の
報
告
書
に
書
か
れ
た

講
評
も
、受
賞
者
に
な
ら
な
か
っ
た

た
め
、
個
人
の
評
価
は
記
さ
れ
ず
、

他
の
出
品
者
と
と
も
に「
そ
の
他
な

お
各
地
の
風
景
を
写
す
者
数
多
あ

れ
ど
も
五
、六
葉
に
止
ま
る
」
と
い

う
記
載
が
あ
る
の
み
で
し
た
。

　

こ
の
結
果
は
一
眞
に
と
っ
て
写

真
界
で
の
立
場
を
認
識
さ
せ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
写
真

師
と
し
て
世
に
出
て
い
く
た
め
に

は
、他
に
抜
き
ん
で
た
経
験
と
実
績

を
積
む
必
要
を
痛
感
さ
せ
た
の
で

し
ょ
う
。こ
の
こ
と
が
年
内
に
富
岡

の
写
真
館
を
た
た
ん
で
、翌
年
に
は

ア
メ
リ
カ
へ
留
学
す
る
こ
と
に
つ

な
が
っ
て
い
く
の
で
す
。

（
郷
土
博
物
館　
鈴
木
紀
三
雄
）

　
本
市
出
身
の
写
真
師
小
川
一
眞
は
明
治
・
大
正

期
の
写
真
や
出
版
、
印
刷
の
分
野
で
数
多
く
の

業
績
を
残
し
、
写
真
師
で
唯
一
帝
室
技
芸
員
に

任
命
さ
れ
る
な
ど
、
日
本
の
写
真
界
の
頂
点
を
極

め
ま
し
た
。
写
真
師
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
は
明
治

8
年
（
1
8
7
5
）、16
歳
の
と
き
熊
谷
の
写
真
師

吉
原
秀
雄
の
も
と
で
働
い
た
こ
と

に
始
ま
り
ま
す
が
、
早
く
も
2
年

後
に
は
群
馬
県
富
岡
町
（
現
・
富

岡
市
）
に
自
身
の
写
真
館
を
開
業

し
ま
し
た
。

　
当
時
の
富
岡
町
は
、
明
治
5
年

（
1
8
7
2
）
に
官
営
富
岡
製
糸

場
が
開
業
し
た
こ
と
に
よ
り
、
活

況
を
呈
し
て
い
ま
し
た
。
一
眞
は

そ
こ
に
目
を
つ
け
て
富
岡
に
進
出

し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
写
真
館

の
場
所
も
製
糸
場
の
正
門
を
出
て

1
0
0
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
い
っ
た
と

こ
ろ
の
路
地
を
右
に
曲
が
っ
た
先

に
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
写
真
界
の
中
で
名
声
を

あ
げ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
一
眞

は
、明
治
14
年
（
１
８
８
１
）
3
月

に
東
京
上
野
公
園
で
開
催
さ
れ
る

第
2
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
写
真

を
出
品
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

題
材
に
選
ん
だ
の
は
群
馬
県
の
妙

義
山
で
す
。
大
変
な
苦
労
を
し
て

妙
義
山
の
撮
影
、現
像
、焼
付
を
行

い
、
額
装
し
て
博
覧
会
事
務
局
へ
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編
集
・
発
行
／
行
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市
総
合
政
策
部
広
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８
６
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１
行
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市
本
丸
2
番
5
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
５
５
６
ー
１
１
１
１　
Ｆ
Ａ
Ｘ
５
５
０
ー
２
１
１
６

令
和
5
年
8
月
1
日
発
行
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環境にやさしい
植物油インキ

ホームページ https://www.city.gyoda.lg.jp

　令和元年に多くの被害をもたらした台風第19号を教訓に、
市ではさまざまな治水対策を行っています。

　取り組みの一つである「校庭貯留事業」では、浸水被害を受けた地域の小学校
を対象に、校庭周囲に小堤を設けるなど貯留施設としての整備を進めています。

詳細は総務省ホームページ
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学校の「校庭」が
水害からまちを守る

はじめまして
令和4年8月生まれのおともだち

田
原
茉ま
ひ
ろ紘

ち
ゃ
ん
（
荒
木
）

令
和
4
年
8
月
12
日
生
ま
れ

父
・
孝
幸
さ
ん　
母
・
桂
子
さ
ん

鈴
木

蘭ら
ん

ち
ゃ
ん
（
持
田
）

令
和
4
年
8
月
11
日
生
ま
れ

父
・
祐
馬
さ
ん　
母
・
玲
捺
さ
ん

「
明
る
く
元
気
な
子
に

育
っ
て
下
さ
い
ね
」

「
か
わ
い
い
蘭
ち
ゃ
ん
、

毎
日
幸
せ
を
あ
り
が
と
う
♡
」

吉
田
美み
つ
き月

ち
ゃ
ん
（
渡
柳
）

令
和
4
年
8
月
3
日
生
ま
れ

父
・
哲
也
さ
ん　
母
・
早
苗
さ
ん

「
み
ー
ち
ゃ
ん
の
笑
顔
が大好

き
!!
」

小
河
原
碧あ
い
り莉

ち
ゃ
ん
（
忍
）

令
和
4
年
8
月
12
日
生
ま
れ

父
・
信
貴
さ
ん　
母
・
由
莉
さ
ん

「
に
こ
に
こ
あ
い
ち
ゃ
ん
が

大
好
き
!
」

「
生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
♡
」

下
向

澪み
お

ち
ゃ
ん
（
緑
町
）

令
和
4
年
8
月
1
日
生
ま
れ

父
・
拓
さ
ん　
母
・
彩
さ
ん

● 8月1日㈫～31日㈭に電話またはEメールで広報広聴課（内線
322） ※応募要領は市ホームページをご覧ください。

● 応募者多数の場合は、9月1日㈮午前11時から市役所203会議室
で公開抽選を行います。

令和4年10月生まれのお子さんを募集します

原田清太郎宛小川一眞書簡（郷土博物館蔵） 資
料
が
か
た
る

行
田
の
歴
史

53

行
田

歴
史
系
譜
353

小
川
一か

ず

ま

さ
眞
と
内
国
勧
業
博
覧
会

清
水
凪な
ぎ
さ彩

ち
ゃ
ん
（
藤
原
町
）

令
和
4
年
8
月
3
日
生
ま
れ

父
・
凌
次
さ
ん　
母
・
愛
里
さ
ん

「
な
ー
た
ん
大
好
き
よ
♡
」

行田市の
マイナンバーカード交付率

70.8%
（7月1日現在）


